
ＣＰＰＣ（ＣＰＣとも呼ばれる）は医学教

育や臨床現場において、症例の臨床過程をた

どり、今後の治療方針に役立てるために、病

棟主治医、病理医、薬理・病態生理系の医師

らが集まって討議するカンファレンスを指

す。

全国の薬学部でもＣＰＰＣを採り入れた授

業はおそらく初めてのケース。患者背景や臨

床経過などから病態生理を把握させ、薬物治

療や栄養療法などを提案させようというもの

だ。

一般に薬学部では、医療薬学に関わる授業

で断片的に行われている。ＣＰＰＣを企画し

た篠塚和正氏（薬理学Ⅱ教授）は、「医療薬

学に関する科目の連携を図りながら、医学教

育で行われている統合型の授業を、薬学教育

でも採り入れることで、有機的・実践的に薬

を使っていく能力が養える」と、即戦力とし

て活躍できる薬剤師を送り出したいとの思い

を募らせる。

症例は、医師でもある森山賢治氏

（臨床病態解析学教授）が、実際に主

治医として受け持った、膵癌で膵臓を

全摘出した64歳女性のケースを提示。

膵全摘では、必ず糖尿病に陥ることか

ら、持続型インスリン導入による血糖

コントロールのあり方や、教育目的で

内科病棟へ転科後の対処を、薬剤師の

立場でどう考えるかというものだ。

森山氏は「内分泌器官と消化器官と

して働く膵臓がなくなることで、血糖

が上昇し、消化酵素が出ないため栄養不良も

起きて、ＱＯＬは著しく阻害される。さらに

症例では、持病の痛風や骨粗鬆症も患ってお

り、腎機能も低下している。現場では、そう

した様々な背景を頭に入れながら、一元的に

理解しておく必要がある」と、ＣＰＰＣトラ

イアルの症例に選んだものだ。

そのＣＰＰＣトライアル実施の説明会が昨

年４月に、４年生を対象に開かれた。症例検

討に取り組む25人の学生が集まり、「病態生

理」「糖尿病」「骨粗鬆症と痛風」「ＮＳＴ」

の４チームに分け、課題が与えられた。

各チームは２カ月半、授業の合間や夜遅く

までＳＧＤで検討を重ね、６月下旬の土曜日

に開かれたカンファレンスで、検討結果を発

表した。

「糖尿病」グループには、病態を把握した

上で、インスリン注射で血糖コントロールや

糖尿病の改善が可能かどうか、適切なインス

リン管理ができる症例かどうかで考慮すべき

患者の背景、さらに処方提案などが、課題と

して挙げられた。

それに対して学生は、糖尿病の病態を解説

した上で、患者の重症度を判定し、実際の処

方をもとに、より適切だと考えられる「イン

スリンの処方変更」や「食事に合わせた投与

法の指導」を提案。移植などの治療法も検討

し発表した。

カンファレンス当日は、主治医役の森山氏、

患者役の篠塚氏のほか、実際に病棟でチーム

に加わり、患者を担当していた糖尿病看護認

定看護師と管理栄養士も討論に参加した。

学生の発表内容に対して、看護師からは

「腎臓が悪いのに、そういった治療法はでき

ない」といった意見が出されるなど、適切な

対応をめぐって討論が交わされた。

トライアルとしては、想定される質問の下

準備を各チームが行うなど、学生のきめ細か

な対応も光ったという。また、現場の薬剤師

がチェックしていなかった消化酵素の投与時

期についての指摘もあり、「学生の指摘で、

私も初めて気づいた」（森山氏）という成果

もあった。

最後に、提示した症例に対する処方や転科

以後の状況を明らかにした森山氏は、「学生

が検討した処方や解釈は、ほぼ現実に近いも

のだった」と賞賛した。

実症例が提示されたことで、臨床現

場に直面するようなトライアル授業に

なり、聴講に来た学生の退席者はほと

んどなかった。

「一般の講義などでは学生から議論

は起こらないが、予想外に議論が出て

きた」（篠塚氏）と、当初の90分で終

わる予定がはるかにオーバーし、５時

間以上に及んだ。

篠塚氏は「机上の学問では実際にど

のように治療が行われていくのか、実

感がいま一つない。今回のトライアル

で、教科書通りにはいかず、紆余曲折がある

ことを学びとったはず。その紆余曲折を理解

させ、問題解決に取り組ませた」と、普段の

授業では得られないメリットがあったとい

う。

学部の最終的な計画は未定だが、将来的に

は６年生の科目として、ＣＰＰＣを採り入れ

る方向だ。「幅広く病態や患者さんを理解で

きる。即戦力で活躍できる素地が備わる」

（篠塚氏）、「ディスカッションを作り上げて

いく連帯感を学び取れる。ＳＧＤの過程も大

事」（森山氏）と期待を寄せる。

２回目のトライアルは今年４月頃に予定さ

れている。
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武庫川女子大学は病棟薬剤師業務を想定して、現病歴や検査値

などから病態を把握したり、処方提案を行わせるＣＰＰＣ

（Clinico Pathophysiology conference：臨床病態生理検討会）と

呼ばれるトライアル授業を４年生を対象に行った。症例提示から

２カ月半、グループに分けられた学生は、与えられた課題に対し

てＳＧＤ形式で検討。その結果を看護師や栄養士も加わったカン

ファレンスで発表し、意見交換を行った。多職種での白熱した討

論に、学生からは「現実味があり興味が持てた」と、トライアル

を評価する意見が多数を占め、教員側も有用との感触を深めた。
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「現実感」が学生惹きつける


